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秋田市では幼稚園、保育園・保育所と小学校の連携を重視し、平成19年度より小学校と幼
稚園、保育園・保育所の教員や保育士を対象とする研修会（「生活科研修会」「幼保小連携研
修会」「特別支援教育研修会」）を実施しています。また、昨年度「幼児教育と小学校教育の
円滑な接続を意識したスタートカリキュラム検討委員会」を立ち上げ、スタートカリキュラ
ムの意義をはじめ、作成にあたっての手順や配慮事項について検討を重ね、モデルカリキュ
ラムを作成しました。
今号では、幼保小連携研修会と昨年度開催したスタートカリキュラム検討委員会の様子に

ついて紹介します。

「幼保小連携研修会」

ねらい 幼児教育についての理解や小学校教育との連携の在り方についての研修をと
おして、幼保小連携に関する今日的な教育課題に対応できる資質や能力の向上
を図る。

日 時 成２６年７月３１日（木） ９:００ ～1２:００
会 場 秋田市教育研究所
参加者 小学校教員、幼稚園教員、保育士
内 容 (1)講話・演習 「子どもの心をつかむ遊び・ゲーム」

聖園学園短期大学教授 内藤 裕子 先生
(2)実践発表 「幼児教育と小学校教育との円滑な接続を意識したスタート

カリキュラムについて」
秋田市立東小学校教諭 三浦 千寿 先生

(3)グループ協議 「発達と学びをつなぐ幼保小連携について」

講義・実技「子どもの心をつかむ遊び・ゲーム」
では、内藤先生からすぐに実践できる遊びやゲーム
を紹介していただきました。参加者からは、「先生
が楽しくなければ、子どもたちも楽しくないという
内藤先生の言葉が印象に残りました。」「成功しても
笑顔、失敗しても笑顔になれるゲームでした。早速
子どもたちと遊んでみたいです。」「遊びやゲームを
取り入れることで、子ども同士をつないだり、意識
を切り替えたりすることができると感じたました。
実践してみたいです。」などの感想が寄せられまし 内藤 裕子 先生
た。

実践発表では、東小学校三浦先生から、東小学校
のスタートカリキュラムの実践や１年生の活動の様
子について紹介していただきました。発表を聞いた
幼保の先生方からは、「小学校でのスタートカリキ
ュラムの内容を知ることができ、何を大切にして保
育を行えばよいかが明確になりました。」「東小学校
の取組を聞き、子どもたちがスムーズに小学校生活
に慣れるよう、様々な配慮がなされていることに驚
きました。安心して子どもたちを小学校に送り出せ
ると感じました。」などの感想が寄せられました。 三浦 千寿 先生



「幼児教育と小学校教育の円滑な接続を意識したスタートカリキュラム
検討委員会」

目的 小学校に入学する子ども一人一人が、安心感をもって小学校生活を送ることがで
きるよう、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を意識したスタートカリキュラムを
作成するための手順等について検討し、「秋田市学校教育の重点」等により各校に
示すことを目的とする。

第１回検討委員会での話合いから
・新１年生が「小学校は楽しい」と感じることができ
るカリキュラムをつくる必要がある。

・１年生を担任した教師がこれまで経験知で指導して
きたことや学年だより、学級だよりに示したきたこ
とを整理するとよいのではないか。

・幼保の先生方から、子どもたちの好きな遊びや歌を
聞き、入学後の指導に生かすようにしたい。

・幼稚園、保育園・保育所と小学校では生活環境が大
きく変化する。授業時間は４５分にこだわらず、弾
力的な時間配分で授業を行ってはどうか。

・スタートカリキュラムは、幼稚園、保育園・保育所
が小学校を知る手がかりになる。

・スタートカリキュラムは、作成するだけではいけな
い。活用することが大切であり、子どもたちにとっ
てどうであったかを検証する必要がある。

検討委員会で話し合われたことを受けて、小学校教諭による作成委員会でスタートカリ
キュラムのモデル版を作成しました。完成したモデル版の一部を紹介します。

【入学当初の各教科等の指導計画】 【入学当初の週案】

※はなまるタイム･･･「花まる一年生」になるために
学校生活に適応するための生活
指導を中心とした時間

※なかよしタイム･･･幼稚園、保育園・保育所のとに好きだった歌やゲームなどを
先生や学級の友達と一緒に仲良く遊ぶ時間

※わくわくタイム･･･生活科を核とした合科的・関連的な単元の時間
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